
同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
は
、
ま
す
ま
す
御
清
栄
に
御
活
躍
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。
平
素
は
本
校
の
教
育
活
動
に
御
理

解
と
御
協
力
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
校
は
創
立
以
来
26
年
の
歴
史
を
刻
み
続
け
、
本
年
度
は
、
中

学
２
７
８
名
、
高
校
１
０
５
５
名
と
い
う
在
校
生
数
で
、
卒
業

生
も
５
０
０
０
名
を
超
え
、
21
世
紀
の
日
本
の
社
会
で
活
躍
す

る
人
材
を
輩
出
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
数
規
模
や
教
育

の
質
に
お
い
て
も
着
実
に
向
上
発
展
し
、
地
元
地
域
か
ら
も
高

い
評
価
と
信
頼
を
得
て
い
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
さ
ん
が
母
校
の

活
躍
を
見
聞
し
、
さ
ら
に
、
光
泉
に
在
学
し
、
光
泉
を
卒
業
し

て
良
か
っ
た
と
感
慨
を
抱
く
学
校
に
し
て
い
き
ま
す
。

こ
こ
数
年
来
、
進
学
実
績
や
部
活
動
の
実
績
に
は
目
覚
し
い
も

の
が
あ
り
、
中
学
生
で
は
、
作
文
や
俳
句
の
コ
ン
ク
ー
ル
、
科

学
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
秀
賞
を
獲
得
し
、
テ
ニ
ス
部
は
全
国
大
会

出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
高
校
生
で
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
部
、
ラ
グ

ビ
ー
部
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
部
、
放
送
部
な
ど
、
個
人
種
目
や

団
体
種
目
に
お
い
て
全
国
大
会
で
大
い
に
活
躍
し
ま
し
た
。
馬

術
競
技
と
共
に
京
都
新
聞
ジ
ュ
ニ
ア
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。
進

学
に
お
い
て
も
、
昨
年
は
国
公
立
大
学
81
名
の
合
格
な
ど
、
す

ば
ら
し
い
成
果
を
上
げ
続
け
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
な
成
果
に

つ
い
て
は
、
こ
の
紙
面
の
都
合
上
、
本
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
生
徒
た
ち
は
進
路
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、

日
々
真
摯
に
努
力
し
て
お
り
、
教
職
員
も
そ
の
目
標
と
指
導
法

を
共
有
し
て
、
指
導
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
挨
拶

の
励
行
と
実
践
、
同
時
に
生
活
姿
勢
に
よ
り
す
が
す
が
し
い
学

月
日
が
経
つ
の
は
早
い
も
の
で
、
同
窓
会
会
長
を
務
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
６
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
同
窓
会
会
長
と
い
う

貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
と
と

も
に
、
御
支
援
、
御
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
同
窓
生
の
皆
さ
ま
に

厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
母
校
の
よ
う
す
で
す
が
、
教
職
員
の
皆
さ
ま
の
弛
ま
ぬ

努
力
の
結
果
、
進
学
校
と
し
て
着
実
に
成
果
を
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

部
活
動
の
面
に
お
き
ま
し
て
も
、
放
送
部
は
全
国
大
会
出
場
決
定
、

男
子
テ
ニ
ス
部
は
全
国
選
抜
大
会
出
場
決
定
、
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

部
は
４
年
連
続
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
決
定
、
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
は
県
大
会
９
連
覇
達
成
な
ど
、
進
学
面
・
部
活
動
面
と

も
に
、
め
ざ
ま
し
い
飛
躍
を
遂
げ
て
県
内
屈
指
の
私
学
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
母
校
の
隆
盛
は
、
同
窓
会
・
同
窓
生
に
と
り
ま
し
て

も
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り
、
誇
り
に
思
っ
て
お
り
ま
す
。
本
校

は
今
ま
で
多
く
の
卒
業
生
を
輩
出
し
、
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い

ま
す
。
同
窓
会
で
は
、
近
況
報
告
・
情
報
交
換
の
場
と
し
て
毎
年

夏
に
母
校
で
懇
親
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
１
人
で
も
多
く
の
卒

業
生
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
盛
大
な
懇
親
会
に
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
f
a
c
e
b
o
o
k
、
L
I
N
E
に
よ
る
情

報
発
信
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
登
録
な
ら
び
に
他
の
同
窓

生
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

昨
年
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果
に
よ
る
経
済
回
復
、
富
士
山
の

世
界
遺
産
登
録
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
誘
致
成
功

な
ど
、
明
る
い
話
題
が
多
い
１
年
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
一
方
で
国
際
関
係
や
教
育
問
題
な
ど
、
今
後
の
課
題
と
な
る
不

安
要
素
が
浮
き
彫
り
と
な
り
ま
し
た
。
多
様
化
し
変
化
し
続
け
る

社
会
で
将
来
立
派
な
人
間
と
し
て
飛
躍
で
き
る
人
間
形
成
、
つ
ま

習
環
境
の
中
で
、
光
泉
は
変
わ
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
校

長
と
し
て
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

聖
パ
ウ
ロ
学
園
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
に
基
づ
い
て
、
豊
か
な

心
を
育
み
、
逞
し
い
実
践
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
教
職
員
が

研
修
を
積
み
重
ね
、
生
徒
と
教
職
員
が
協
働
し
て
、
さ
ら
な
る
発

展
を
期
し
て
一
層
の
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
。

種
々
の
教
育
活
動
の
な
か
で
、
祝
日
ミ
サ
や
ク
リ
ス
マ
ス
ミ
サ

で
神
父
さ
ま
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
苦
は
楽
の
種
、
楽
は
苦
の
種
。
私
た
ち
は
、
遊
ぶ
こ
と
、
食
べ

る
こ
と
な
ど
、
日
常
生
活
に
お
い
て
短
絡
的
に
欲
し
い
物
を
求
め

て
い
る
。
勉
強
し
な
け
れ
ば
確
か
に
楽
だ
け
ど
、
後
に
苦
し
み
が

待
っ
て
い
る
。
刹
那
的
な
満
足
感
に
ひ
た
っ
て
い
る
だ
け
だ
。
」

「
今
を
生
き
て
い
る
私
た
ち
に
は
、
人
生
の
長
さ
は
60
年
か
ら
80

年
で
も
限
ら
れ
た
時
間
の
長
さ
で
あ
り
、
自
分
で
は
定
め
ら
れ
な

い
が
、
人
生
の
豊
か
さ
や
深
さ
は
日
常
の
自
分
た
ち
の
努
力
に

よ
っ
て
求
め
ら
れ
る
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
実
に
含
蓄
に
富
む

話
で
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
、
南
極
の
越
冬
隊
員
と
し
て
調
査
研
究
に
参
加

さ
れ
た
石
川
尚
人
京
都
大
学
教
授
に
は
、
「
南
極
に
お
け
る
研
究

と
生
活
」
に
つ
い
て
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
、
今
年
度
は
、
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
所
属
で
元
女
性
宇
宙
飛
行
士
の
山
崎
直
子
さ
ん
に
は
、
「
夢

を
あ
き
ら
め
な
い
～
宇
宙
か
ら
見
た
地
球
」
と
題
し
て
、
無
重
力

の
世
界
や
宇
宙
で
の
研
究
活
動
や
生
活
に
つ
い
て
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
ア
メ
リ
カ
デ
ト
ロ
イ
ト
に
加
え
て
イ
ギ

リ
ス
で
の
英
語
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
修
学
旅
行
は
グ
ア
ム
に
行

き
、
英
語
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
地
域
の
高

校
の
訪
問
や
グ
ア
ム
大
学
で
の
英
語
研
修
に
よ
り
、
異
文
化
理
解

を
深
め
、
よ
り
幅
広
い
国
際
人
の
育
成
の
き
っ
か
け
の
場
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

光
泉
は
今
後
も
さ
ら
な
る
教
育
の
質
の
向
上
と
発
展
を
目
ざ
し

ま
す
。
種
を
ま
い
て
も
何
も
し
な
け
れ
ば
芽
も
出
ま
せ
ん
。
地
道

な
努
力
に
よ
っ
て
花
は
咲
き
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
母
校
の
よ
う
す
と
近
況
に
つ
い
て
簡
単
に

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
時
に
は
母
校
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
、
教
職
員
と
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
、
母
校
に
対
し
て
御
理
解
、
御
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

り
は
教
育
に
対
す
る
期
待
や
関
心
も
大
き
い
も
の
に
な
っ

て
い
ま
す
。
単
に
進
学
率
と
い
う
表
面
的
な
数
字
だ
け
に

と
ら
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
の
個
性
を
伸
ば

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
第
一
に
、

カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
に
基
づ
く
人
格
形
成
で
す
。
聖
書
か

ら
の
教
え
を
、
多
く
の
生
徒
た
ち
に
吸
収
し
て
も
ら
い
、
心
の

教
育
の
手
助
け
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
第
二
に
、
三

位
一
体
の
取
り
組
み
で
す
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
、
現
場
の
先
生

方
や
保
護
者
の
皆
さ
ま
だ
け
に
お
任
せ
す
る
の
で
は
な
く
、
我
々
、

同
窓
生
も
今
後
の
“
光
泉
教
育
”
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。
第
三
に
、
同
窓
生
に
よ

る
光
泉
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
で
す
。
今
後
と
も
、
毎
年
行
わ
れ

る
同
窓
会
・
総
会
な
ど
を
通
じ
て
、
学
年
の
絆
を
超
え
た
縦
と
横

の
繋
が
り
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
卒
業
後
も
母

校
へ
の
協
力
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ

の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
創
立
当
初
か
ら
の
目
標
で
あ
る

“
滋
賀
に
光
泉
あ
り
！
”
と
い
う
大
き
な
夢
を
実
現
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社

会
を
リ
ー
ド
す
る
人
間
の
輩
出
、
将
来
に
つ
な
が
る
知
識
と
精
神

の
育
成
を
目
指
し
、
我
々
同
窓
会
は
、
「
将
来
に
つ
な
が
る
光
泉

教
育
の
実
現
」
を
合
言
葉
に
、
学
校
側
・
保
護
者
の
皆
さ
ま
と
協

力
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
こ
と

は
会
員
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
が
な
く
て
は
で
き
る
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
会
員
の
皆

さ
ま
に
は
、
今
後
と
も
、

光
泉
中
学
・
高
等
学
校

に
向
け
、
こ
れ
ま
で
以

上
の
御
支
援
、
御
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

校
長
挨
拶

会
長
挨
拶

校
長
　
馬
場
　
健

会
長
　
和
田
　
充
史
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同窓会フェイス
ブックサイト

科目 予算額 前年度決算 前年度予算 備考
収入の部 （単位：円）

繰 越 金 2,472,472 2,949,337 2,949,337

会 費 2,454,000 1,914,000 1,782,000 22期409名
（中学79名、高校330名）

懇 親 会 会 費 0 32,000 65,000 今年度は会費を取らない
雑 収 入 25,200 70,926 0 同窓会広告料（25,200円）
利 息 0 912 0
合 計 4,951,672 4,967,175 4,796,337

支出の部 （単位：円）

会 報 発 行 費 53,000 52,500 53,000
通 信 費 0 0 0
事 務 費 175,200 740,103 550,000
総 会 親 睦 会 費 250,000 165,050 250,000
慶 弔 費 100,000 0 100,000
事 業 費 1,600,000 929,050 1,300,000
積 立 金 800,000 608,000 550,000 創立30周年に備え増額
予 備 費（ 繰 越 額 ） 1,973,472 2,472,472 1,993,337
合 計 4,951,672 4,967,175 4,796,337

事業費内訳（概要） （単位：円）

部 活 激 励 金 500,000 416,000
親 睦 補 助 300,000 0
入 会 記 念 品 700,000 513,050
子 女 記 念 品 100,000 0
合 計 1,600,000 929,050 1,300,000

※前年度予算：前年度（2012年度）予算では事業費内訳の予算を設定せず

平成24年度　光泉中学・高等学校同窓会　決算報告書平成25年度　光泉中学・高等学校同窓会　予算案

科目 予算額 決算額 増減 備考
収入の部 （単位：円）

前 年 度 繰 入 額 2,949,337 2,949,337 0
会 費 1,782,000 1,914,000 132,000 6,000×319名
同窓会サイト広告料 12,600 12,600 2,100×6ヶ月
懇 親 会 会 費 65,000 32,000 ▲ 33,000 1,000×32名
定 期 預 金 満 期 0 58,326 58,326
利 息 0 912 912 4月1日￥412-、10月1日￥500-
合 計 4,796,337 4,967,175 170,838

支出の部 （単位：円）

会 報 発 行 費 53,000 52,500 ▲ 500 HP掲載
通 信 費 0 0 0
事 務 費 550,000 740,103 190,103 名簿整備委託費他
総 会 親 睦 会 費 250,000 165,050 ▲ 84,950
慶 弔 費 100,000 0 ▲ 100,000
事 業 費 1,300,000 929,050 ▲ 370,950 激励金

積 立 金 550,000 608,000 58,000 今年度満期になった分（￥58,000-）
を再度定期預金に入金

繰 越 金（ 予 備 費 ） 1,993,337 2,472,472 479,135
合 計 4,796,337 4,967,175 170,838

ゆうちょ銀行　01320-11012531　定期貯金額　4,480,000円
事業費内訳（概要）　2012年度予算では事業費内訳を設定せず （単位：円）

部 活 激 励 金 416,000 バスケ部･テニス部･放送部他
親 睦 補 助 0
入 会 記 念 品 513,050 中学･高校卒業記念品
子 女 記 念 品 0
合 計 1,300,000 929,050 ▲ 370,950

平成25年3月31日

同窓会
事務局より

本年度から参加費は無
料になりました。

「なかなかビンゴがでな
い・・・」ということで
じゃんけん大会！

１期生～23期生まで、美味し
い料理を囲みながらの歓談。
幅広い年代の同窓生が
参加してくれました。

電化製品や雑貨、お菓子など、多数
の賞品のなかから、ビンゴした順に選

んでもらいました。

①会員の増加に伴い、同窓会の変革が求められていま
す。ホームぺージの活用や、メールによる情報交換な
どの検討を進め、経費削減を図りながら、有意義な同

窓会活動を展開していきたいと考えています。ご協力お願いします。

②同窓会総会および懇親会でのようすや、同窓生のようすをホームペー
ジに掲載します。そこで、同窓生の方には、写真や名前の掲載許可をお
願いします。掲載に差支えがある場合は、事務局までご一報いただけれ
ば掲載いたしません。ご協力をお願いします。なお、平成15年度以降の
卒業生の方には卒業時に同意書をいただいております。

③同窓会会報の記事として活躍する同窓生を紹介しています。光泉中
学・高等学校の卒業生でプロ・アマ、分野を問わず、活躍している人を
広く募集しています。同窓生の中で、知人・友人にさまざまな分野のな
かで活躍している人がいましたら、同窓会事務局までご連絡ください。
ご協力をよろしくお願いします。

筆記用具から夏の風物詩の花火セットまで。
参加者の皆さんに楽しんでいただけました。

平
成
25
年
度

光
泉
中
学
・
高
等
学
校
同
窓
会

総
会
お
よ
び
懇
親
会
報
告

本
年
度
の
総
会
は
、8
月
24
日

（
日
）に
母
校
チ
ャ
ペ
ル
で
行
わ
れ

ま
し
た
。総
会
の
開
催
の
お
知
ら

せ
や
参
加
受
付
を
メ
ー
ル
媒
介
で

行
う
と
い
う
試
み
を
本
年
度
か

ら
開
始
し
た
の
で
す
が
、メ
ー
ル

を
受
信
で
き
な
か
っ
た
同
窓
生
が

多
く
お
ら
れ
、参
加
者
は
例
年
度

よ
り
少
な
い
人
数
と
な
り
ま
し

た
。総

会
は
、和
田
会
長
の
挨
拶

と
馬
場
学
園
長
の
挨
拶
に
続

き
、窪
田
氏（
9
期
生
）の
司
会

進
行
、竹
内
氏（
7
期
生
）の
議

長
の
も
と
で
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

和
田
会
長
か
ら
昨
年
度
の
事
業

報
告
、本
年
度
の
事
業
計
画
、会

則
の
改
定
が
説
明
さ
れ
、西
澤
氏

（
1
期
生
）か
ら
昨
年
度
の
決
算

報
告〈
会
計
監
査
報
告
は
高
城
氏

（
14
期
生
）か
ら
〉と
本
年
度
の

予
算
の
説
明
が
あ
り
、原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。（
平
成
24

年
度
決
算
と
25
年
度
予
算
に
つい

て
は
別
表
参
照
）。

会
は
そ
の
後
、場
所
を
食
堂
に

移
し
、懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。和
田
会
長
と
馬
場
学
園
長

の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、母
校
の

近
況
報
告
と
し
て
学
校
紹
介
ビ

デ
オ
や
、昨
年
度
の
3
年
生
の
担

任・学
年
の
先
生
方
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

ビ
デ
オ
が
放
映
さ
れ
ま
し
た
。出

席
教
員
の
紹
介
の
後
、馬
場
学
園

長
か
ら
の
乾
杯
の
音
頭
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。お
越
し
い
た
だ
い
た

先
生
方
と
昼
食
を
共
に
し
な
が

ら
、旧
交
を
温
め
る
楽
し
い
会
と

な
り
ま
し
た
。（
参
加
し
て
い
た

だ
い
た
先
生
方（
敬
称
略
）：
馬
場

（
勲
）、田
中（
好
）、南
部
、中
西

（
寛
）、村
上
、井
上
、鈴
木
、大
倉
、

池
尻
、梶
本
、竹
内
、窪
田
、齋
藤
、

高
城
、廣
島
、竹
中
、西
澤
、奥

村
）
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中学 高校

国際化する光泉
ニュージーランド海外研修は19回目、姉妹校
デトロイト・デイ・カントリースクールへの訪
問（DCDS海外研修）は４回目を迎え、さらに
本年度からは新たにイギリス語学研修が始
まりました。これらの海外研修に併せて40名
の中学生・高校生が参加し、さまざまな異文化
を経験しました。さらに６月にはDCDSから
５名、９月にはシドニーのセイント・ジョセフ
ス・カレッジから13名が来校し、本校の生徒の
家庭にホームステイしながら、時には授業に
も参加し、互いに交流を深め合いました。

（DCDS来校）忍者
村や京都、彦根

城などを訪ねました
。

（DCDS来校）茶道・華道・書道
の体験。 （英国語学研修）夏休み中17日

間、英国に滞在しました。

（NZ海外研修
）夏休み中22

日間の滞在で
す。

（NZ海外研修）姉妹校・協力校の生
徒宅にホームステイしました。

（DCDS海外研修）姉妹校の訪問が
目的です。 （DCDS海

外研修）教室
にも入っ

て、積極的に
交流を図り

ます。

（DCDS訪問）幼い子ども達と触れあう場面もありました。

（セント・ジョセフス・カレッジ
来校）県道・茶道・書道の体験。

（セント・ジョセ
フス・カレッジ来

校）ホスト

ファミリーと別れ
を惜しみました。

体育祭
爽やかな晴天のもと、各学年が青団・赤団・黄団にわかれてそれぞれ優勝を競い合いました。特
に３年生は各団を率いる立場として、夏休み中から応援合戦の立案と練習を重ねてきました。
当日はその成果を存分に発揮して、どの団も見事な応援を披露してくれました。中でも力強い
応援を見せてくれた黄団が応援合戦の最優秀賞に選ばれ、全競技の総合得点では赤団が優勝
しました。

声を張り上げての応援合
戦です！

団ごとにチー
ムカラーのＴ

シャ

ツで、胸を張
って入場しま

す。 五人六脚。応援を背に、息
を合わせて走ります。

みんなの頑張りに、北口先生も一緒に大喜び！

旗を使ってのマスゲームを見せ
てくれました！

砂ぼこりを巻き上げて躍動した
黄団が応援合戦を制しました！ 「台風の目」

。棒を持った
まま

一気にコーン
を回ります。

研修合宿・校外学習
４月下旬から５月にかけて、学年ごと
に研修または校外学習が行われまし
た。中学１年生は１泊２日の研修合宿、
高校１年生はキャンプ場「ヴィラデス
ト今津」で飯盒体験を行い、新しいクラ
スメイトと親睦を深めました。中学２
年生は大阪で行き先別研修、高校２年
生は神戸での班別自主研修を行いまし
た。また、高校３年生は例年のUSJから
伊勢での「進路研修合宿」へと変更にな
りました。卒業生のパネルディスカッ
ションや、志望分野別のグループにわ
かれ、知識や将来のヴィジョンを語り
合いました。

中１　荒神山にての研修風景。

高２　神戸にて。中華街がチェッ
クポイントです。

高１　この後
予報はずれの

大雨

になってしま
いました・・・

。

高３　志望分
野別に分かれ

、有

意義な時間を
過ごしました

。

修学旅行
本年度から修学旅行の行き
先がグアムになりました。
生徒たちはグアム大学やオ
コド高校を訪問し、英語で
のプレゼンテーションや、
バレーボール、バスケット
ボールを通して現地の学生
と交流しました。飛行機ト
ラブルで一部のクラスの帰
国が大幅に遅れるというハ
プニングも起きましたが、
生徒たちは南国を満喫して
無事に帰国しました。

最初に訪
れたのは

観光

名所・恋人
岬でした。

グアム大学ではＴシャツと貝
のネックレスを贈られました。

11月でも海に入ることができます。

ココス島の海やビーチを満喫できました。 オコド高校の生徒
がバディを組ん

で校内を案内して
くれました。

修学旅行
中学修学旅行の行き先は長崎
です。生徒たちは長崎到着後、
伝統的な踊りである龍踊り

（じゃおどり）を体験し、即日に
駅前広場で練習の成果を披露
して喝采を浴びました。平和記
念公園でも献花を行い、平和に
対する思いを強くしたようす
でした。

平和記念公園で平和学習を行いま
した。

隠れキリシタンの黒崎教会を
訪問し、荘厳な雰囲気に浸り
ました。

文化祭
今年の文化祭はテーマを「Power of Friendship～
友達の皆に恩返しだ！～」とし、１年生は合唱、２年
生はオリンピックに関する展示発表、３年生は劇

「広くて素敵な宇宙じゃないか」を披露しました。ま
た、今年のペットボトルキャップのモザイク画は、
ドラマ「あまちゃん」と「半沢直樹」がブレイクした
女優・能年玲奈さんと俳優・堺雅人さんをモチーフ
に作成され、来校者の注目を集めました。

モザイク画は東側昇降口の上に展示されました。

３年生による
劇「広くて素
敵な宇宙じゃ
ないか」の一
場面。

体育大会
今年からクラス別Ｔシャツが導入され、一段とクラスの団結が強まったように思
われた大会でした。また部活対抗リレーには文化部や生徒会も参加し、例年以
上の盛り上がりをみせました。大勢の保護者が見守る中、クラス対抗リレーを
制した３年３組が優勝を勝ち取りました。

入場行進は大事な得点源で
す！

今年から障害物競走が導入されました。
それぞれの「勝負衣装

」でい

ざ出陣！
理科部は何やら怪しげな薬品
をバトン代わりに走ります。

学年別教員対
抗リレー。齋

藤先生

ペアと石塚先
生ペアが争い

ます。
クラスのオリジナルＴシャツ。担任の河村先生の似顔絵です。

締めはやっぱり、定番のクラス対抗大縄とび！

祝日ミサ
今年もペトロ神父さまとロペス神父さまをお迎
えし、荘厳な雰囲気がただようなかミサが行われ
ました。

中学校のミサは
チャペルで行わ
れます。

心を静めて聖歌を
歌います。

生徒に語り
かけるペト

ロ神父さま
。 聖書を朗読するロペス神父さま。

本年度の文化祭は生徒からの公募により「光凛祭」と名付けられました。また、テーマを「和」
（和をもって輪を広げる）とし、そのテーマのとおり、それぞれのクラスで協力しあって完成さ
せたダンスやパフォーマンス、映像作品など、工夫を凝らした舞台が発表されました。
また１年生はクラス別の発表ではなく、学年内で舞台発表のグループ（映像・演劇・パフォーマ
ンス・マスゲーム）と展示物製作（巨大展示物・カラクリ展示物・校内装飾）にわかれ、クラス間
を超えて一つの作品を作り上げました。さらに各部活動もそれぞれ発表のブースを設けたこ
とにより、昼休みも学校中にイベントがあふれた活気ある文化祭となりました。

文化祭

「和」のテーマに沿った
衣装で撮影です。

１年生のパフォーマン
スではバン

ド演奏やダンスを披露し
ました。

吹奏楽部の舞台。さりげなく顧
問の橘先生が演奏しています！

１年生制作の「巨大展示物」。撮
影スポットになっていました。

書道部からは超大作が
展示されました。

１年生制作の「カラクリ展示物」。巨大ドミノに挑みます。

気持ちの良い秋晴れの日に開催されました。

昼休みの茶道部ブ
ース。結

構なお点前で・・・

ココス島では様々

なアクティビティ

を体験しました。

太平洋戦争国立歴史公園には魚雷なども展示されています。

多くの観客のなか、教わったば
かりの龍踊りを披露しました。
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た
ち

光
泉
高
校
時
代
、私
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
て

い
ま
し
た
。私
が
光
泉
高
校
に
進
学
し
た
の

は
寺
田
先
生
と
い
う
実
績
の
あ

る
監
督
が
お
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

が
理
由
で
す
。進
学
先
を
検
討
し

て
い
た
際
に
他
の
高
校
か
ら
も
声
を

か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、寺
田

先
生
か
ら
は
特
に
熱
心
に
誘
っ
て
い
た

だ
き
、そ
れ
が
一
番
の
理
由
と
な
り
ま

し
た
。入
学
し
て
か
ら
先
生
に
真
っ
先
に

学
ん
だ
こ
と
は
礼
儀
の
大
切
さ
で
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
で
技
術
力
を
高
め
る
こ
と
と
同

じ
か
そ
れ
以
上
に
、高
校
で
の
3
年
間
は
人

間
形
成
の
期
間
と
し
て
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。高
校
を
卒
業
し
て
大
学
に
進
学
す
る

方
も
い
れ
ば
、社
会
に
出
て
行
く
方
も
い

る
と
思
い
ま
す
。そ
う
い
っ
た
意
味
で
高

校
で
の
3
年
間
は
重
要
で
す
。

高
校
時
代
は
1
年
生
の
と
き
か
ら

試
合
に
出
さ
せ
て
も
ら
っ
て
、イ
ン
タ
ー

ハ
イ
、国
体
、ウ
ィ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
と
いっ

た
全
国
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。私
自
身
、も
ち
ろ
ん
努
力
も
し
ま
し
た
が
、そ
れ
以
上
に

大
切
に
し
て
い
た
こ
と
は
、毎
日
の
練
習
の
中
で
感
じ
た
こ
と
や
先
生
の『
言
葉
』の

意
味
を
考
え
る
よ
う
に
し
て
い
た
こ
と
で
す
。チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
同
じ
練
習
メ
ニュ
ー
を
こ

な
す
中
で
、何
も
考
え
ず
に
練
習
し
て
い
た
の
で
は
、チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
勝
つ
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。活
躍
し
て
い
る
選
手
と
自
分
の
差
は
何
な
の
か
、練
習
で
自
分
の
何

を
鍛
え
れ
ば
よ
い
の
か
、常
に
考
え
て
練
習
に
臨
む
よ
う

に
し
ま
し
た
。そ
う
し
た
日
々
の

心
が
け
で
ス
タ
メ
ン
を
勝
ち
取

れ
た
と
思
い
ま
す
。

私
は
現
在
、滋
賀
レ
イ
ク
ス

タ
ー
ズ
と
い
う
プ
ロ
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で
、プ
ロ
の
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
選
手
と
し
て
日
々

頑
張
っ
て
い
ま

す
。こ
こ
で
も
毎
日
の
練
習
で
常
に

意
味
や
、目
標
を
考
え
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。自
ら
工
夫
し
て
練
習
を
よ
り

良
い
も
の
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。光
泉
高
校
の
在
校
生
の
皆
さ
ん
も
、

ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
様
々
な
局
面
で
そ

の
意
味
や
自
ら
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
常
に
考
え
て
日
々
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待
し
て
い

ま
す
。

【テニス】
ダンロップ全日本ジュニアテニス選手権
　　14歳以下男子ダブルス　全国優勝　清水奎吾ペア
　　14歳以下男子シングルス　全国準優勝　清水奎吾
� 【京都新聞スポーツ賞受賞】
近畿中学校総合体育大会
　　男子ダブルス　近畿準優勝
� （清水奎吾・宇田翔ペア）
関西ジュニアテニス選手権大会
　　14歳以下男子シングルス　近畿準優勝（清水奎吾）
滋賀県夏季総体
　　男子シングルス　準優勝（清水奎吾）・３位
　　男子ダブルス　　優勝
� （清水奎吾・宇田翔ペア）・２位
　　女子ダブルス　　準優勝（岡田菜緒・稗島梓ペア）
全国中学生テニス選手権大会京都・奈良・滋賀予選
　　男子シングルス　４位（清水奎吾）
　　男子ダブルス　　２位（清水奎吾・宇田翔ペア）
　　女子ダブルス　　２位（岡田菜緒・稗島梓ペア）
滋賀県春季総体
　　男子団体　　　　優勝　　女子団体　準優勝
　　男子シングルス　２位（清水奎吾）・
　　　　　　　　　　３位（上村直輝）
　　男子ダブルス　　優勝
� （清水奎吾・宇田翔ペア）・３位
　　女子シングルス　２位（稗島梓）
　　女子ダブルス　　３位（岡田菜緒・稗島梓ペア）

【水泳】
全国中学校水泳競技大会　出場（今西志帆）
� 【京都新聞スポーツ賞受賞】
近畿中学校総合体育大会
　　女子400m個人メドレー　優勝　今西志帆
　　女子200m個人メドレー　優勝　今西志帆
滋賀県夏季総体
　　女子400m個人メドレー　優勝　今西志帆
　　女子200m個人メドレー　優勝　今西志帆
滋賀県春季総体
　　女子200m背泳ぎ　　　　優勝　今西志帆
　　女子200m個人メドレー　優勝　今西志帆

【放送】
NHK杯全国中学校放送コンテスト
　　出場（武原彩夕美・土肥未和・坂井佳菜）
NHK杯全国中学校放送コンテスト滋賀県大会
　　朗読部門　　　　最優秀賞　武原彩夕美・
　　　　　　　　　　優良賞　　土肥未和
　　アナウンス部門　６位　坂井佳菜

【卓球】
滋賀県秋季総体
　　女子シングルス　　　　　 準優勝　加藤未有
全日本卓球選手権大会　滋賀県予選会
　　14歳以下女子シングルス　優勝　加藤未央
　　14歳以下女子ダブルス　　優勝　加藤未央ペア

【弁論大会・英語スピーチ】
高円宮杯全日本中学校英語弁論大会　滋賀県予選大会
　　スピーチの部　優勝　杉村保乃芳
滋賀県中学校英語弁論大会地区予選
　　スピーチの部　優勝　杉村保乃芳
草津市青少年の主張発表大会
　　杉村保乃芳　「思いやりのある社会」　優秀賞

【スポーツ拳法】
日本スポーツ拳法選手権大会
　　単独法形演武（中学女子規定）
　　　　　全国優勝　井上さよ子
　　乱捕法形演武（中学女子）
　　　　　全国優勝　井上さよ子

【馬術】
滋賀県民体育大会の部（一般の部　馬術）
　　低障碍飛越競技　　準優勝　西岡優花

【将棋】
文部科学大臣杯　小・中学校将棋団体戦
� 滋賀県大会　中学校の部　第３位

クラブ活動報告
中学校

【男子バスケットボール】
近畿高等学校バスケットボール新人大会　近畿ベスト８
滋賀県民体育大会バスケットボール競技
　　優勝（11年連続11回目）
滋賀県秋季総合体育大会兼ウインターカップ予選
　　優勝（11年連続11回目）
近畿高等学校バスケットボール選手権大会
　　近畿ベスト８
滋賀県春季総合体育大会兼インターハイ予選
　　優勝（９年連続10回目）

【テニス】
滋賀県秋季総体
　　団体の部　　　　優勝　（10年連続12回目）
　　シングルスの部　優勝
� （山﨑貴裕）・準優勝・３位
　　ダブルスの部　　優勝
� （山﨑貴裕・上野皓生ペア）・準優勝・３位
滋賀県民体育大会テニス競技　団体の部　優勝
滋賀県春季総体
　　団体の部　　　　優勝　（12年連続13回目）
　　シングルスの部　優勝
� （稗島啓司）・準優勝・３位
　　ダブルスの部　　優勝
� （深田健太郎・山﨑貴裕ペア）・準優勝・３位

【アイスホッケー】
全国高等学校アイスホッケー競技選手権大会
（インターハイ）� 出場（６年連続６回目）
北信越・東海・近畿地区ブロック予選会
　　ブロック準優勝
全国高等学校選抜アイスホッケー大会　出場

【ラグビーフットボール】
滋賀県民体育大会ラグビーフットボール競技　優勝
全国高校ラグビー大会県予選
　　優勝　全国大会出場　（３年連続５回目）
滋賀県春季総体　優勝（３年連続５回目）
滋賀県秋季総体　優勝（３年連続５回目）

【陸上競技】
近畿高等学校ユース陸上競技対校選手権大会
� 出場（前田知広）
滋賀県高等学校ユース陸上競技対校選手権大会
　　２年男子　棒高跳　３位（前田知広）
国民体育大会　出場（植田柚里）
国民体育大会選手選考会陸上競技
　　少年女子共通棒高跳　優勝　植田柚里

【剣道】
滋賀県春季総体　男子�団体戦　ベスト８
� 近畿高等学校剣道大会　出場

【卓球】
春季総体　ダブルス　ベスト16（高橋正吾・大石和毅）
近畿大会　シングルス　出場（高橋正吾・大石和毅）

【フィギアスケート】
全日本フィギュアスケート選手権大会　出場（安原綾菜）
全国高等学校スケート競技選手権大会（インターハイ）
� 決勝進出
サマーカップフィギュアスケート競技会
� 準優勝（安原綾菜）

【空手道】
滋賀県秋季総体
　　女子個人形の部　優勝　嘉部志音
全国高等学校総合体育大会（インターハイ）
� 出場（嘉部志音）
滋賀県民体育大会(高校の部)空手道競技
　　女子個人形の部　優勝　嘉部志音
滋賀県春季総体
　　女子個人形の部　優勝　嘉部志音

【放送】
滋賀県高等学校総合文化祭
　　アナウンス部門　優勝　植田達史
　　朗読部門　　　　優勝　白枝加那
NHK杯全国放送コンテスト滋賀県大会
　　創作ラジオドラマ部門「Nコンなう。」　優勝
　　朗読部門　　準優勝（永尾　拓）
【光泉インターアクトクラブ（ボランティア同好会）】
プルデンシャル・フィナンシャル社主催「ボランテ
ィア・スピリット賞」（コミュニティ賞）� 受賞

【馬術】
全日本ジュニア障害馬術選手権　全国優勝
� 小牧加矢太【京都新聞スポーツ賞受賞】

高　校

ⒸShiga-Lakestars/bj-league

期
生
　
横
　
江
　
　
豊

18

国公立大学　　８１名
京都大学 1 横浜国立大学 1
大阪大学 3 信州大学 2
神戸大学 3 金沢大学 2
名古屋大学 1 豊橋技術科学大学 1
九州大学 1 福井大学 2
滋賀医科大学 1 愛媛大学 1
滋賀大学 11 高知大学 1
滋賀県立大学 14 山口大学 3
京都教育大学 1 釧路公立大学 1
京都工芸繊維大学 3 高崎経済大学 1
京都府立大学 1 都留文科大学 1
京都市立芸術大学 1 静岡県立大学 2
大阪府立大学 3 岐阜薬科大学 1
大阪市立大学 3 岡山県立大学 1
兵庫県立大学 2 県立広島大学 1
奈良県立大学 1 鳥取環境大学 1
北見工業大学 1 島根県立大学 2
筑波大学 1 下関市立大学 3
千葉大学 1 高知工科大学 1

私立大学　　７８２名
関東難関　24名 関関同立　156名 産近佛龍　291名

慶應義塾大学 2 同志社大学 32 京都産業大学 77
早稲田大学 3 立命館大学 80 龍谷大学 97
東京理科大学 3 関西大学 33 佛教大学 75
明治大学 4 関西学院大学 11 近畿大学 42
青山学院大学 1
立教大学 1
中央大学 7
法政大学 3

2013年度入試　合格実績
（2013年4月1日現在のべ合格者数）
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